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Persimmon-derived tannin has bacteriostatic and anti-inflammatory activity in a murine 

model of Mycobacterium αvium complex (MA C) disease 

柿由来タンニンは非結核性抗酸菌症 (MAC 症)のマウスモデ、ルにおいて静菌なら

びに抗炎症作用を有する
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論文審査の要旨

肺 MAC 症はめJcobacte Iium Q1，仰 ncomplex (MAC) が原因菌の慢性肺感染症で、

非結核性抗酸菌症の約 8害IJを占めるが、抗菌薬に対して耐性を持つことが多いため、

治療に難渋することが多く、患者数も増加傾向にある。そのため有効な予防法や治療

法の開発が待ち望まれている。

本研究では奈良県産の柿から高濃度に抽出された柿可溶性タンニンの摂取が、

肺MAC 症予防や治療の足掛かりになるかどうかを検討した。可溶性タンニンは

カテキン類が重合した高分子であるが、抗酸化性や静菌性の評価において、加

水分解することで、より高い抗酸化性ならびに静菌性を示し、柿可溶性タンニ

ンの機能性発現には、低分子化が必要であることが示唆された。そして in vivo 

での評価として、 2%柿可溶性タンニン含有の飼料をマウスに摂取させ MAC 菌

に感染後 8週間飼育したところ、コントロール群と比較して、肺肉芽腫の形成

は有意に抑制され、肉芽腫の相対的な面積も有意に減少していた。さ らに肺組

織中のMAC 菌数も有意に減少しており、肺組織中の炎症性サイトカイン官'-J F-α

の産生や、マク ロファージにおける殺菌能の指標となる iNOS (inducible NO 

synthase) の発現も有意に抑制されていた。またマウス骨髄由来マクロファージ

に可溶性タンニンを作用させることにより MAC 菌刺激によ り誘導される炎症

性サイトカイン産生やiNOS の発現も有意に抑制されていた。

これらの結果は、柿が難治性の肺感染症である肺MAC 症の予防や治療につな

がる可能性を示唆しており、有意義な研究と評価される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに免疫学の進歩に寄与

するところが大きいと認める。
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